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令和４年３月３０日

一般社団法人秋田県産業廃棄物協会

会長 山岡 緑三郎 様

秋田県生活環境部長

（公印省略）

新型コロナウイルス感染症対策の周知について（依頼）

本県の廃棄物行政の推進については、日頃から御協力賜り、厚くお礼申し上げます。

さて、令和４年３月２９日の秋田県新型コロナウイルス感染症対策本部会議において、

県内の新規感染者が高い水準で推移していることから、県の感染警戒レベル「３」を維

持することが決定されました。

廃棄物処理は、県民生活・県民経済の安定確保に不可欠な業務でありますので、「三

つの密」を避けるために必要な対策を含め、十分な感染防止策を講じるとともに、感染

者や濃厚接触者が発生し、欠勤者が多く発生する場合においても、感染防止に配慮しつ

つ必要な業務を継続するよう、貴会員に対し十分に周知してくださるようお願いします。

＜添付資料＞

・（資料２）濃厚接触者の特定等について

・（資料３）PCR 等検査無料化事業の実施状況等

・（資料５）感染警戒レベル等について

（令和４年３月２９日 秋田県新型コロナウイルス感染症対策本部）

・

【担当】
秋田県生活環境部
環境整備課 廃棄物対策班 田村

電 話：018-860-1624
F A X ：018-860-3835
E-mail：recycle@pref.akita.lg.jp



新型コロナウイルス感染者の濃厚接触者の特定等について

令和４年３月２９日

健 康 福 祉 部

今般、オミクロン株の特徴（潜伏期間・発症間隔が短い）を踏まえた濃厚接触者の特定・

行動制限及び積極的疫学調査について、国の方針が示されたことを受け、本県における対応

を次のとおり変更する。なお、この対応は、オミクロン株が主流である間に限るものである。

１ 基本方針

○ 感染急拡大により濃厚接触者が急増するオミクロン株の特徴を踏まえ、保健所機能と

社会経済活動の維持及び重症化リスクのある者への対策にシフトする必要があること

から、国の方針に基づき濃厚接触者の特定及び積極的疫学調査についての重点化を行う。

２ 積極的疫学調査

○ 感染者に対する濃厚接触者の特定のための詳細な聴取り調査は、全ての感染者に対し

一律に行うのではなく、感染者の発生場所等のリスク度に応じて柔軟に行う。

３ 感染者の発生場所毎の濃厚接触者の特定等

発生場所 国の方針 本県の対応

同居家族等 濃厚接触者の特定を行う 調査・濃厚接触者の特定を行い、行

政検査を行う

事業所 濃厚接触者の特定・行動制

限は求めない

原則として、濃厚接触者の特定は

行わない
※ただし、事業者は感染者と接触があ

った者に対して、一定の期間（目安

として７日間）は、ハイリスク施設

へのアクセスや感染リスクの高い

行動を控えるよう周知すること

事業所（クラスター） 都道府県判断で、濃厚接触

者特定を行う

調査・濃厚接触者の特定を行い、行

政検査を行う

ハイリスク施設

（入院医療機関、高齢者施

設・障害児者入所施設）

濃厚接触者の特定を行う １名発生時から介入し、調査・濃厚

接触者の特定を行い、行政検査を

行う（必要に応じ秋田県コロナ医

療チームの要請を検討）

保育所・幼稚園・小学

校等

自治体判断 施設の協力の下、調査・濃厚接触者

の特定を行い、行政検査を行う

資料２
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ＰＣＲ等検査無料化事業の実施状況等について

令和４年３月２９日

健 康 福 祉 部

１ 感染拡大傾向時の一般検査事業の期間延長

○知事から県民への要請に基づく無料のＰＣＲ等検査（感染拡大傾向時の一般検査事

業）について、３月以降、新規感染者数が依然として高い水準にあり、首都圏等と

の往来や県際移動などが増加する年度替わりの時期を迎えること等を踏まえ、４月

３０日まで実施期間を延長する。

２ ワクチン検査パッケージ・対象者全員検査等定着促進事業の対象者等の変更

○飲食、イベント、旅行・帰省等の活動に際して受検する無料のＰＣＲ等検査（ワク

チン検査パッケージ・対象者全員検査等定着促進事業）について、国における制度

変更に伴い、対象者や実施期間を以下のとおり変更する。

変更前 変更後

対象者

無症状で、感染不安を感じる秋田県

民の方

（ワクチン接種の有無は問わない）

変更なし

実施期間 令和 4年 3月 31 日（木）まで 令和 4年 4月 30 日（土）まで

変更前 変更後（４月１日以降）

対象者

ワクチン接種の有無に関わらず、飲

食、イベント、旅行・帰省等の活動に

際して、陰性の検査結果の確認が必

要な無症状の方

①ワクチン３回目接種が未了の無症

状の方

②ワクチン３回目接種済で、対象者

全員検査等または高齢者や基礎疾

患をもつ方等との接触を伴う活動

のため陰性の検査結果の確認が必

要な無症状の方

※原則として抗原定性検査

次の場合は、ＰＣＲ検査等の利用可

・10 歳未満の方

・高齢者や基礎疾患をもつ方等との

接触を予定している方

実施期間
令和 4年 3月 31 日（木）まで

（令和 3年度で事業終了）
令和 4年 6月 30 日（木）まで

資料３



資料５
感染警戒レベル等について

令和４年３月２９日

秋田県新型コロナウイルス感染症対策本部

１ 現在の状況

・ 国は、３月２１日をもって全国のまん延防止等重点措置を解除した。

全国の新規感染者数は減少傾向にあるものの、ここ数日は先週の同じ曜日から

増加するなど、減少のペースが鈍化してきている。

・ 県内における新規感染者数は、連日２００人台で推移しており、依然、高止ま

りの状態が続いている。

・ クラスターについては、高齢者施設での発生が減少している一方、保育所や会

食による事例が増加している。

・ 病床使用率は、３月上旬の水準よりは改善されたものの、いまだ２０％台後半

で推移しており、軽減傾向とはなっていない。

【公表日別新規感染者数、７日間移動平均の推移（令和４年１月～）】



【本県と全国の実効再生産数推移の比較（令和４年２月～）】

【クラスターの発生状況】 （件）

２ 県の感染警戒レベルの維持

新規感染者の発生状況や病床の使用状況などを踏まえ、県の感染警戒レベル「３」

を維持する。

３ 県民への要請内容【継続】

（１）県外との往来

① 県外との往来は、訪問先等の感染状況を踏まえて判断すること。

② 県外との往来に当たっては、不織布マスクの正しい着用、手洗いなどの基本的

な感染防止対策を徹底した上で、感染に十分注意して行うこと。

ただし、発熱等の症状がある場合は、往来を控えること。

（２）感染リスクの回避（オミクロン株対策の徹底）

① 飲食を伴う集まりは、「長時間を避け」、「マスク会食」を行うとともに、「参加

人数に応じた席の配置」や「十分な換気」を徹底すること。

また、不特定多数による飲酒を伴う会食は控えること。やむを得ず参加する場

合は、ＰＣＲ等の検査を受けるなど、特に感染防止対策を徹底すること。

② 集会、イベント等の開催を慎重に判断することとし、開催する場合は、「三つ

の密」が発生しない席の配置や「人と人との距離の確保」、「マスクの着用」など

基本的な感染防止対策を徹底すること。

③ 混雑する場所をできるだけ避けること

④ 職場や飲食店等における業種別ガイドラインを実践し、感染防止対策を徹底す

ること。

⑤ 感染リスクの高い場面に接した場合など感染に不安を感じる方（無症状者に

限る。）は、「感染拡大傾向時の一般検査事業（無料のＰＣＲ等検査）」を活用する

こと。

学校 保育所

福祉施設

（うち

高齢者）

職場
医療

機関

スポー

ツ関連
飲食店 会食 その他 合計

２月 ２５ １４
２１

（１５）
９ ３ ３ ０ ２ ２ ７９

３月 １６ ２２
１１

（９）
９ ２ ０ ２ ８ １ ７１
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※ 受検に当たっては、チケットや予約票等、検査目的を確認できる書類の提示が必要。

ワクチン３回目接種済の方は、検査を受検する必要があることがわかる書類、

PCR 検査等の利用を希望する方は、該当理由が確認できる書類の提示が必要。

（県ホームページ掲載の様式例による申立書で代替可）

※ 県外在住者も対象となる。

３ 無料検査の実施場所

○検査箇所数：５５か所（３月２９日現在）

→最新の情報は県特設サイトに掲載 URL：https://pcr-akita.com/

４ 無料検査の実施状況

○検査キット等の需給ひっ迫を踏まえ、２月上旬以降、感染リスクの高い場面に接し

た方、感染の可能性がより高い方を中心に利用いただくよう、県民に対して協力を

求めていたところ。

○今般、抗原定性検査キットについて当面の安定的な流通に十分な供給量が確保でき、

国から実施件数の制限を解除する旨通知されたことから、感染不安を感じる方はこ

れまでどおり、必要に応じて無料検査を受検していただきたい。

＜無料検査実績＞（３月２９日現在） （件）

期 間 ＰＣＲ検査等 抗原定性検査 計 （うち陽性）

１２／２８（金）～１／９（日） ９５５ ２００ １，１５５ （２）

１／１０（月）～１／１６（日） １，７０４ ３７１ ２，０７５ （５）

１／１７（月）～１／２３（日） ２，１７７ ７６６ ２，９４３ （１４）

１／２４（月）～１／３０（日） ３，７７４ １，１７８ ４，９５２ （７２）

１／３１（月）～２／６（日） ３，２８３ ８９７ ４，１８０ （５５）

２／７（月）～２／１３（日） ２，７５３ ７０５ ３，４５８ （３５）

２／１４（月）～２／２０（日） ２，７３１ ６６４ ３，３９５ （７２）

２／２１（月）～２／２７（日） ３，０６４ ７５２ ３，８１６ （８５）

２／２８（月）～３／６（日） ３，１９１ ８５０ ４，０４１ （８５）

３／７（月）～３／１３（日） ２，９２１ ７４６ ３，６６７ （７４）

３／１４（月）～３／２０（日） ３，１２３ ７７２ ３，８９５ （７４）

計 ２９，６７６ ７，９０１ ３７，５７７ （５７３）





本県においては、オミクロン株の特徴を踏まえた政府の方針に則り、濃厚接触者の特定等の対応を以下のと

おり変更します。この対応は、オミクロン株が主流である間に限るものです。

１．同居家族等で陽性者が確認された場合

調査・濃厚接触者の特定を行い、行政検査を行います。

同居家族等で陽性者が確認された場合は、保健所による積極的疫学調査を実施して濃厚接触者を特定し、

行動制限を求めることとします。

◎濃厚接触者の待機期間について

２．一般の事業所において陽性者が確認された場合

原則として、保健所による濃厚接触者の特定は行いません。

※ただし、多数の陽性者が同時に発生した場合や感染リスクの高い行動が認められるなど、さらなる感染対策

の必要性が高いと認められる場合には、保健所による調査等を行う場合があります。

事業所の中で、集団感染（クラスター）が発生した場合等においては、事業所の事業内容に関わらず、保健

所による積極的疫学調査を実施して濃厚接触者を特定し、行動制限を求めることとします。

◎事業者が留意すること

新型コロナウイルス感染者の濃厚接触者の特定等について

○事業者は陽性者と接触があった方に対して、接触があった日から一定の期間（目安として7日間）、高

齢者や基礎疾患をお持ちの方など、重症化リスクのある方との接触や、重症化リスクのある方が入所・入

院している施設への不要不急の訪問（ご自身が医療機関を受診する場合を除く）、また多数の方が集まる

飲食や大規模イベントへの参加といった、感染リスクの高い行動を控えるよう、周知を行ってください。

○陽性者との会話の際にマスクを着用していなかったり、感染対策を行わずに飲食を共にしていたなど、

感染リスクの高い行動を取っていた方がいる場合は、一定期間（例えば、5日間の待機に加えて自主的な

検査を行うなど）の外出自粛を含めた感染拡大防止対策を行ってください。

○陽性者と接触のある方が確認されなかった場合も、念のため、陽性者の最終出勤日から7日間は事業所

内で症状がある人がいないか確認し、症状が発現した従業員が出た場合は、速やかに医療機関を受診する

よう促してください。

○特定された濃厚接触者の待機期間は、陽性者の発症日、または陽性者の発症等により家庭内でマスク

着用などの感染対策を始めた日の、いずれか遅い方を0日目として、7日間（8日目に解除）となりま

す。なお、陽性者との最終接触の日から4日目、5日目に抗原定性検査キットによる検査を行い、陰性

が確認された場合は、5日目に解除することも可能です。この場合、解除の判断を保健所に確認する必

要はありません。

○待機期間が短縮される場合でも、陽性者との最終接触の日から7日間が経過するまでは、重症化リス

クの高い方との接触や、重症化リスクの高い方が入院・入所する施設への不要不急の訪問を避けること

（ご自身が医療機関を受診する場合を除く）、また検温などの健康状態の確認や、マスクの着用といった

感染対策の徹底をお願いします。



３．入院医療機関、高齢者・障害児者施設等で陽性者が確認された場合

調査・濃厚接触者の特定を行い、行政検査を行います。

入院医療機関、高齢者・障害児者施設といった、重症化リスクが高い方が入院・入所する施設については、

保健所による積極的疫学調査を実施して濃厚接触者を特定し、行動制限を求めることとします。

◎濃厚接触者の待機期間について

４．保育所、幼稚園、小学校等で陽性者が確認された場合

施設の協力の下、調査・濃厚接触者の特定を行い、行政検査を行います。

厚生労働省の文書において、「保育所（地域型保育事業所及び認可外保育施設を含む）、幼稚園、認定こども

園、小学校、義務教育学校、特別支援学校及び放課後児童クラブ」における対応については、「自治体ごとにあ

らかじめ方針を決定しておくこと」とされているところですが、本県においては、施設側の協力の下、保健所

による積極的疫学調査を実施して濃厚接触者を特定し、行動制限を求めることとします。（中学校、高等学校に

関しては、一般の事業所と同様の取り扱いとします）

◎濃厚接触者の待機期間について

○特定された濃厚接触者の待機期間は、陽性者との最終接触の日から7日間（最終接触の日を0日目と

して、8日目に解除）となります。なお、陽性者との最終接触の日から4日目、5日目に抗原定性検査

キットによる検査を行い、陰性が確認された場合は、5日目に解除することも可能です。この場合、解

除の判断を保健所に確認する必要はありません。

○濃厚接触者となった従業員や職員の方については、待機期間中も、一定の条件の下、毎日の検査で陰

性が確認できれば、引き続き業務に従事することも可能です。なお、待機期間が短縮される場合や、引

き続き業務に従事できる場合でも、陽性者との最終接触の日から7日間が経過するまでは、重症化リス

クの高い方との接触や、重症化リスクの高い方が入院・入所する施設への不要不急の訪問を避けること

（ご自身が医療機関を受診する場合を除く）、また検温などの健康状態の確認や、マスクの着用といった

感染対策の徹底をお願いします。

○特定された濃厚接触者の待機期間は、陽性者との最終接触の日から7日間（最終接触の日を0日目と

して、8日目に解除）となります。なお、濃厚接触者となった保育所等の職員は、陽性者との最終接触

の日から4日目、5日目に抗原定性検査キットによる検査を行い、陰性が確認された場合は、5日目に

解除することも可能です。この場合、解除の判断を保健所に確認する必要はありません。

○濃厚接触者となった保育所等の職員は、待機期間中も、一定の条件の下、毎日の検査で陰性が確認で

きれば、引き続き業務に従事することも可能です。

なお、待機期間が短縮される場合や、引き続き業務に従事できる場合でも、陽性者との最終接触の日

から7日間が経過するまでは、重症化リスクの高い方との接触や、重症化リスクの高い方が入院・入所

する施設への不要不急の訪問を避けること（ご自身が医療機関を受診する場合を除く）、また検温などの

健康状態の確認や、マスクの着用といった感染対策の徹底をお願いします。


